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大正 12年から昭和･5年の間に､東京市では関東大震災の復旧事業の一環として震災復興橋梁と呼ばれる

425の橋梁が架設された｡これらは技術的価値の高さなどから多くの研究がなされてきたが､その研究対象

の多くが大橋梁であり中小橋梁についてはあまり研究が行われてない｡そこで本研究では震災復興橋梁の中

でも中小橋梁に注目し､そこで利用された標準的仕様の実態を明らかにする事を目的とした｡

まず震災復興橋梁の図面を､都庁建設局道路管理部保全課橋梁保全係 ･都庁総務局公文書館において収集

した｡その図面を比較検討し､各部位においてデザインの統一があるものを ｢部分における標準的仕様｣､構

造が同じで全体のフォルムに統一的な仕様が見られるものを ｢全体における標準的仕様｣として､これを抽

出した｡その後､これらがどのような組み合わせで用いられていたのかを分析した｡

図面収集に関しては425橋のうち218橋を集めることができた0｢部分における標準的仕様｣に関しては高

欄 ･親柱 ･橋燈 ･橋側電燈において標準的仕様が確認された｡これらは様々な組み合わせで 107橋にわたっ

て利用されていた｡｢全体における標準的仕様｣には木桁と飯鋼桁の2タイプが存在し､様々な組み合わせで

76橋が存在した｡

以上の結果､震災復興橋梁では詳細部分と全体的フォルムの両方に標準的仕様が存在することを確認でき

た｡標準的仕様を多く利用する事は画一的な橋梁群を形成してしまう危険性があるが､部分における標準的

仕様を組み合わせて利用する事で橋梁群に多様性を持たせていたものと推測できる｡現在､標準的仕様を用

いた橋梁は多くが撤去され残りわずかとなっている｡現存するそれらは標準的仕様の存在を示す貴重な遺産

であり､今後その保全が望まれる｡

*〒338-8570埼玉県浦和市下大久保255TEL:048-858-9549FAX:048-858-7374

66




